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出所〉 円本担行統計局『職時中金融統計要質JlHl47年.0 101， 102へー ジより作成ム









資本金増大額 1，409 183 334 570 2，496 10，180 
(内訳)重工業 745 46 269 336 1，395 4，120 
化宇工業 192 8 8 89 297 903 
軽工業 76 25 3 30 134 978 
鉱 業 301 1 13 86 401 1，182 
金融業 o 7 。 2 9 -57 
その他 95 95 42 27 260 3，055 
自系列内部比率(%)
〔内訳〉重工業 52.9 25.0 80.4 58.8 55.8 40.5 
化学工業 13.6 4.4 2.4 15.6 11.9 8.9 
軽士業 5.4 13.8 0.9 5.3 5.4 9.6 
鉱 業 21.3 0.7 3.8 15.1 16.1 11.6 
金融業 O 4.0 O 0.3 0.4 -0.6 
その他 6.8 52.1 12.5 4.9 10.4 30.0 
全国株式会社比率(%)
財閥小計 13.8 1.8 3.3 5.6 24.5 100.0 
重工業 18.1 0.1 6.5 81 33.9 1000 
化学工業 21.3 0.9 0.9 9.9 32.9 100.0 
軽工業 7.8 2.6 0.3 3.1 13.7 100.0 
鉱 業 25.5 0.1 1.1 73 339 100.0 
金融業









心が特徴的である o 1936年実援に対する仲ひ率では. 1940年に重工業3.0倍，
化学工業2.1倍，軽工業1.3倍，製造工業平均2.1倍である。 1942年では，各々4.0
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日本興業銀行と資本蓄積の現実過程 (345) 79 
第5表 日本興業銀行主要系列融資残高 (単位，百万円， %) 
同時日常事制覇 I~ 壁際行iz品境問剰摂F
融資残高
1935年末 3 3 17.4 23.4 79.6 103 335 
1938 52 10 253 315 57 254 626 1，111 
1941 355 129 630 1，114 382 374 1，872 2，736 
主内要比系率列
1935 ~O 3.0 16.9 22.7 77.3 100.0 
1938 8.3 1.6 40.4 50.3 9.1 40.6 100.0 
1941 19.0 6.9 33.7 59.5 20.4 20，1 100，0 
融比資率総言|
1935 0.9 0，9 4.9 6，7 23.8 30，7 100.0 
1938 4.7 0.9 22.8 ク~R4- !'i.l 22.9 56.3 100.0 
1941 13，0 4，7 23，0 40.7 14，0 13，7 68.4 100.0 
注〕 財閥内訳。三大総合j 銀行資本中心，産業資本中心財問は第3表と同じ。
新興財閥は鮎川， 日窒，訴，石原， 日曹，理研貼閥。
出所〉 日本興業銀行『日本興業銀行王十年史.!l1957年。 464ベー ジより作成。
第5表は興銀の融資先を資本系列別に分類したものであるが，この表から次
のことがわかる。まず第一に，融資残高総計が急激に増大L，しかもその内訳














































































































m7年 I 1蜘年 I 1939年 194C年 I 1凶年
三菱重工業-I - I 100，∞o I 却、000I三両子
中島飛行機 14，500 I 61，000 I 60，000 I 3叱000 I 100，000 
(命令融資) I - I - I 80，000 I 145，000 I 180，000 
































































10) 三菱重工業『三菱重工業株式会社史J1956年。 676ペ ジ。
86 (352) 第133巻第4田5号
名古屋航空機製作所 1，850 39，318 41，871 2，438 17，777 115，819 219，073 
名古屋発動機製作所 34，888 14，7γ8 20，028 57，161 126，855 
名古屋企属工業所 15，373 15，373 
長崎造船所 3，588 2，605 3，072 16，093 25，358 
神戸造船所 10，9l5 28，693 11，948 51，556 
横浜造船所 6，967 6，967 
東京機器製作所 4，970 2，731 18，200 25，901 
川崎機器製作所 11，977 11，977 
長崎製鋼所 4，177 4，177 
13，915 8，995 22，910 












































































|即年 11938年 )1蜘年 I194昨|山1年 I194咋
陸軍機体生産台数
三菱飛行機 74 350 663 627 800 1，170 
中島飛行機 702 1，423 
立川飛行機 299 364 905 1，086 1，193 1，533 
川崎飛行機 188 352 588 326 867 1，093 
海軍機体生産台数
三菱重工業 246 558 536 518 903 1，404 
中島飛行機 1，270 
愛知航空機 176 218 327 322 217 305 
川西航空機 94 115 173 134 71 99 
発動機生産台数
三菱重工業 533 1，329 2，319 3，722 5，084 7，851 
中島飛行機 780 1，548 2，541 2，7fi9 3，987 4，889 
機体関係従業員数
三菱重工業 9，226 18，057 20，195 25，838 30，592 39，599 
中島飛行機 :l~.63ö 24，232 30，292 51，438 
発動機関係従業員数
三菱重工業 9，164 t 24825 31，943 
中島飛行機 6，054 20，359 23，676 
注) ーは不明分


































16) 樋口弘『日本財閥論Jl1940年 o 231へ ジ。
17) 前掲「昭和産業史Jo594， 595ヘージ。
18) 同前> 595ヘージu









































































































































20) 疋田陣行「戦前期円本航空機工業資本白蓄積過程J Wー稿論叢~ 77告描6号。本稿も氏の研究
から示唆をうけたが，資金関係の資本蓄積にもつ憩味については見解が異なる。
21) !II上忠雄「部一次大戦怯の日本興業担行の産業金融JW経済志林』所J囚， 196C年山
